
公益活動報告書≪新規登録団体≫

(宛先)岡 崎 市 長 +trl5+t2F)88
代表者  亀井祥子

私達の団体が掲げる目的を実現 した活動を、以下の項目に従って報告 します。
なお、記載内容を一般に公開することに同意 します。

■ 1 団体の活動目的達成に向けて、今年度はどんな活動をしましたか。

活動 日

又は期間
場  所 従事者

参加人数
活 動 内 容 効   果

会員以外 fヽ it

よりなん 5人

参加者

30人 5人

「町内サ ミット」へ文字

表示。 当事者はCWへ 文

字表示を利用 して社会参

加。

様 々な立場の方へ向
けての音声認識 によ

る文字表示をし、町内

で必要 と影響を与え
た。CWへの当事者参
加で地域共生社会実

現に近づいた。

②

③

5/13 む ら さ き

かん
6人

来場者

80人
6人

「むらさきかんフェス

タ」ヘブース出展 し、
音声認識アプ リの実演
と聞こえない人 とコミ
ュニケーション体験。

参加者は、文字表示
を利用 して、聞こえ
ない人 とコ ミュニ

ケー シ ョンが とれ
福祉 の推進に寄与
できた。

6/26 岡崎市役所 7人 40人 7人

市会議員対象の講座。
利用者の講話、音声認
識アプリの使い方と聴
党障害者のコミュニケ
ー シ ョン方法 を伝 え
た。

議員は利用者の話
しから相互理解を
深め、自身で文字
表示を体験 したこ
とで地域共生社会
と福祉の推進に寄
与すると認識でき
た。市民に必要な
条例制定の理解ヘ

も繋がった。

① ②

8/6 友愛の家 6人
参加者

50人
6人

「聞 こえない悩み解
決へ inおかざき」市
民講座へ文字表示 し
た。

聴覚障害者や家族
が文字表示から内
容を理解 し多くを
学ぶ ことができ、
福祉の推進に寄与
す る こ とが で き
た。

① ②

8/26
む ら さき

かん
4人

参加者

40人
4人

「活躍人 !交流会～ S
DGs事 例発表～」団
体でSDGs事 例発表
をした。会場全体の文
字表示および、当事者
はGWへ参加 した。

事例発表で地域共
生社会での音声認
識の文字表示の必
要性 を伝えること
で賛同された団体
と交渉中である。
地域共生社会の実
現にむけての一歩
となった。

8/26 安城市 4人
参加者

100人
4人

「安城わくわくフェス

タ」ブース出展 し、音
声認識アプ リの実演 と
聞こえない人 とコミュ
ニケーション体験。

参加 された方は、
文 字 表 示 を 利 用
し、実際にコ ミュ
ニケー シ ョンが取
れ た。福祉 の推進
に寄 与す ることが
できた。

③

②

団体名 特定非営利活動法人こえもじ

※登録申請前 1年間に会員以外の方が参加した活動を実施していないと、市民活動団体登録はできません。

R5・ 1/12

① ②

③

① ②

③



10/1 豊田市 10人
参加者

100人
10人

「WE LOVEと
とた」 フェスタヘ参
加。①舞台上の全体文
字表示②ブースで文
字表示と啓発・交流・
説明。

音声認識・要約筆
記 。手話の団体で
固め、必要なコミ
ュニケーション方
法を学び使用 され
多くの交流が生ま
れた。地域共生社
会の実現 と福祉の
推進に寄与するこ
とができた。

① ②

③

10/2 市役所

福社会館
6人 6人 QURUWAシ ンポ

ジウムの企体文字表
不。

市民含め多くの企
業・行政関係者ヘ

音声認識による会
場全体への文字表
示を通 して、まち
づ くりには文字表
示が必要 とい う地
域共生社会の実現
ができた。

① ②

て̂ν

10/

12・ 13
牲「 1市 12人

参加者

300人
12人

「全国地域共生社会
サミット」①全体会お
よぎ分科会への文字
表示②ブース出展

参加 した 全 国 の
市・社協等の関心
が高 く、地元へ持
ち帰って導入・利
用の話 しまででき
たことで地域共生
社会の実現 と福祉
の推進へ繋げるこ
とができた。

① ②

つヽノ

※分類 ①人を助ける活動 ②活動の担い手を育てる活動 ③人々を啓発し、団体の目的を広める活動

※活動についてチラシ、報告・記録などがありましたらあわせてご提出をお願いします。

■2 前項1に基づき、活動の公益性を豊員評価し、付随する質問にお答えください。

①公益性の度合いを自己評価してください (数字に○をつけてください)

高 い 4321低 い

|

|

|

|

|

|

|

|

参加者  |
100人

|

|

|

|

② 上記の評価をした理由をお書きください                            |
岡崎市内で以前から難聴・中途失聴者支援に取 り組んでいる当事者団体や要約筆記支援サークルの関心が |

高まり、主催する行事に要約筆記と音声認識による文字表示を実施 し、環境整備の範囲が広くなり好評だ |

った。また費用面から市派遣制度が利用できない多様な人々が集まる行事に文字表示の相談や依頼が多く |

あるなど、岡崎市内の他団体の活動に多くの影響があった。                     |


